
ｴﾃﾞｨﾀとﾚﾋﾞｭｰｱのためのScopus活用ガイド

平素は弊社のジャーナル編集にご協力いただきき、誠にありがとうございます。
エディターやレビューアの方は、編集や査読のサポートツールとして、弊社の引用データベースScopusがご利用
頂けます（レビューアの場合は登録から30日）。論文投稿者の研究実績、査読論文の関連文献などを簡単に検索
することが出来る便利なツールです。Scopusの利用方法をガイドとしてまとめましたので、ご活用頂ければ幸いです。

１．Scopusの利用を開始するには

【手順１】

EESにアクセスし画面上部のScopus

メッセージからhereをクリックします。

（エディタの方は手順3より始めて下さい）

【手順２】

左の画面が表示されますので、

「Start using Scopus now」をクリック

します。

【手順３】

ＥＥＳサイトの画面にScopusの

検索バーが表示されてきます。
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【手順４】

適当なキーワードを入力して、

虫めがねマーク（ ）をクリックします。

【手順５】
Scopusサイトでの検索結果画面が
別ウインドウで表示されます。
「Search」ボタンをクリックすると、
Basic Search画面に移動します。

【手順６】
検索画面になりますので、自由な
検索がこの画面から実行できます。

以後の操作はこの検索画面からお進み
ください。
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２．レビューアの候補者を見つける時に役立ちます

【手順１】

査読論文に関する著者キーワードや

研究キーワードを入力して検索します。

初めの検索範囲はデフォルトである

「Article Title, Abstract, Keyword」での

利用をお薦めします。

【手順２】

ヒットした関連論文が表示されます。

「Cited By」をクリックすると被引用回数

順での表示になります。高引用論文を

発表している著者を特定できます。

【手順３】

「Refine Results」内にはこの検索結果で

発表論文の多い著者名が表示されます。

「More」ボタンを押すとより多くの著者名

が表示されてきます。

査読を依頼するレビューア候補者を見つけたい場合には、研究キーワードによる検索を行い、その検索結果から
投稿論文に関連の深い候補者を見つけるツールになります。
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３．査読論文と関連の深い論文を見つける時に役立ちます

【手順１】

査読論文に関する著者キーワードや

研究キーワードを入力して検索します。

検索結果から研究内容が近い論文を

特定し、「Abstract＋Refs」をクリックしま

す。

【手順２】

「Find Related Documents」機能を利用し

て、この論文と共通のキーワードを持っ

ている論文を検索できます。

キーワードを選択する場合には

「Keyword」の吹き出しから、

「Select Keyword」をクリックします。

【手順３】

目的とするキーワードにチェックマークを

入れ、「Search」ボタンをクリックします。

そのキーワードを持つ論文が表示されて

きます。

（多数のキーワードを同時選択した場合

はOR検索されます。ヒット数が膨大に

なってしまうのでご注意ください。）

レビューア候補の検索と同様の方法で査読論文と類似の論文を調べる事ができます。研究内容が近い論文が見つ
かった場合、その論文のキーワードや参考文献を共有している関連論文まで検索できます。
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４．査読論文に記載されている参考文献を確認する時に役立ちます

【手順１】

確認したい論文タイトルの一部を検索

ボックスに入力し、検索範囲を「Article

Title」で限定します。次に論文発行年を

指定して検索を行います。

【手順２】

通常1件のヒット論文が表示されます。

「Cited By」の数字をクリックすると、この

論文を引用した全ての論文が表示され

てきます。

（査読中の論文は当然含まれません。）

【手順３】

「View at Publisher」をクリックすると、電

子ジャーナルサイトにリンクし、参考文献

のフルテキストを読む事ができます。

（フルテキスト表示はScopusからのリンク

となるので、閲覧範囲は所属施設の契

約状況により異なります。）

査読論文が引用した論文（参考文献）をScopusで検索して確認できます。その参考文献を引用した他の論文は、
査読論文に関連が強い可能性があるので、関連論文の検索にもなります。
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５．論文投稿者の過去の発表論文をまとめて見たい時に役立ちます

【手順１】

「Author Search」タブを選択後、著者名

をフルネームで入力し、検索を行います。

【手順２】

ヒットした著者名が一覧表示されます。

名前右の数字をクリックします。

複数の候補が出た場合には、Affiliation

ボックスに施設名を入力して絞込み検索

を行います。再び複数候補が表示された

時には、同一人物と思われる著者名の

左にチェックを入れ、「Show Documents」

をクリックします。

【手順３】

この著者の発表論文が、日付順にて

まとめて表示されます。

投稿者の氏名が予め判っている場合には、その氏名から過去の発表論文をまとめて調べる事ができます。
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６．論文投稿者の研究経歴を見たい時に役立ちます

【手順１】

著者名検索の結果から著者名右の

「Details」をクリックします。

【手順２】

著者のプロファイル画面が表示されます。

「Citation Tracker」をクリックすると、この

著者の発表論文と被引用数をリスト化す

ることができます。

【手順３】

発表論文と被引用数の年次変化がリス

ト表示されてきます。

必要に応じて自己引用の除去を行う事も

可能です。

投稿者の氏名が予め判っている場合には、その氏名から過去の発表論文の他、被引用回数、引用文献数、
共著者、所属施設、雑誌タイトルなどの研究者プロファイルをまとめて調べる事ができます。
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